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の神尾山に坐して、每に行く人を遮へ、半ば死に、半ば生きけり。その時、伯耆の人子保弖・因幡の布久漏・出雲の都伎也 三人相憂へて、朝廷 申しき。ここに、額田部連久等々を遣 て、禱ましめたまひき。時に、屋形を屋形田に作り、酒屋を佐々 作り 祭りき。宴遊して甚く楽しび、卽ち、山の柏を櫟りて、帶に挂け、腰に捶みて、此の川下りて相壓しき。故、壓川と號く。
　
揖保郡意此川の伝承でも、荒ぶる神は佐比岡の条と同じ神尾





































生かし、半数を殺す荒ぶる神の記事が見られる。注目されるのが「姫社」という地名である。記紀における姫社とは、夫のもとから逃れてきた朝鮮渡来の阿加流賣売という女神であったことが記されている。当地はその女神を祀る土地の一つであったのかもしれない。 祭祀に用いられたのは朝鮮系の舶来織機具 「臥機」 、幡によって社を知るという記述は八幡信仰と 関連を窺わせるが 八幡神も鍛冶神の一面 持つことで知られる。　
同じく佐嘉郡にも同様の荒ぶる女神がおり、女性の進言に
よって、人形・馬形を作 祭祀を行っている。朝鮮においては、シャーマニズムの儀礼の多くは女性が行 、しかも古代朝鮮において祭祀を行う際には、素材は多様ではあるも の、馬を象った呪物を供えたといい、そ を裏付ける発掘が見られとのことである
（註４）
。また、この伝承は大荒田という氏族が県
主となるに至る縁起由来と読むこ できるが、吉野裕氏の説くように、神功・応神朝にかけて朝鮮半島で活躍し、百済の谷那鉄山や新羅の金銀財宝と関係づけられて語ら て る「荒田別」と同族とすれば鍛冶技術との関係が考えられる
（註５）
。
　『摂津國風土記』逸文下樋山にも同類型の伝承があり、大神が鷲に姿を変え、人々 通行を妨害したとあ 。鳥は天と地の媒介者と考えられ、鳥 鍛冶屋を結びつける民俗が全世界的に分布するようだが、朝鮮半島にも霊鳥信仰が先史時代に遡って存在したと考えられている
（註６）
。タタラ師たちが信仰する金屋














































『播磨國風土記』託賀郡荒田と號くる所以は、此處に在す神、名は道主日女命、父なくして、み兒を生みましき。盟酒を醸まむとして、田七町を作るに、七日七夜の間に、稻、成熟り竟へき。乃ち酒を醸みて、 諸の神たちを集へ 其の子をして酒を捧げて、養らしめき。ここに 其の子、天目一命に向きて奉り乃ち、その父を知りき。後にその田荒れ 故、荒田の村と號く。
　
この荒田村の伝承も、田の荒廃を語る伝承である。当伝承に
















的性格を内包する。鉄に代表される金属器は、時に生産を約束するが、時に破滅をも導く。新しい生命の誕生と豊穣の前提は、死の犠牲 必要とする。荒ぶる神の伝承 うち、 『播磨國風土記』神前郡生野では「死野」から「生野」へと名そのもが一変するのであり、鍛冶の持つ両義性 見事に象徴していると言える。半死半生の所業もこの両義性の発現と考えたい。追跡と逃走　
佐比岡の荒ぶる神は女神として語られていた。渡来系鍛冶技











しましき。故、 須加といひき。後、 山守の里と號く。 〈中


























の岑を踰みて流し下したまひき。妹の神見て、 非理と爲し、卽て指櫛を以ちて、その流るる水を塞きて、岑 邊より溝を闢きて、泉の村に て、相格 たまひき。爾に
妋
の














































　「佐用都比賣命 （贊用都比賣） 」 が得たという 「金の
桉
」 から、 「鉄
と馬」という渡来文化を読み取り、この「皆、鐵を生す」とある讃容郡が後世においても千草鉄で知られる土地であることとも考え合わせれば、 「贊用都比賣」すなわち 玉津日女」もまた、巫女が昇華した神として考え 強ち牽強付会ではなかろう。　
このように、 『播磨國風土記』には多くの女神が登場する。









ている。佐比岡でも、女神の怒りの理由を語る意欲を示しながら、怒りの理由については、先着の男神が去り、後着の女神が取り残されたというだけで それ以上何も語ろうとはしない。佐比岡伝承にしても、その異例の冗長さからすればさらなる語りが許されたかもしれない。然りとするならば、むしろ編纂時にはこれだけで語りとして完結しており これだけの記載で了解される基盤があったと考えるべきではなかろうか。つまり、男神に去られてしまった女神は荒ぶる神に変貌するという、古代人通有の信仰 の所在を明らかにしているのでは いか。　
古事記における伊邪那岐命の黄泉の国訪問譚においても、伊
邪那岐命が伊邪那美命を追跡する美しい恋愛譚は、そ 立場が逆転するや否や、一日に千人ずつの殺戮を宣言した女神が男神を追うという激しい嫉妬譚へと転換される。想像を逞しくするならば、女神は男神に追われるべきであ その反転が生じた時、女神は荒ぶる神に変貌を遂げ のではない　
既述したとおり、 『播磨國風土記』冒頭にある賀古郡比禮墓





が示すように、先住集団との摩擦や軋轢が繰り返されたことが容易に推察される。当國風土記 記述から推して、先住集団は主に出雲系神族であり、最も有力な移住集団は渡来系の 々であったであろう。その結果、渡来人 中に 系神族に対する特別な憎悪や怨念が生じたことも予想される。天日槍命と伊和大神や葦原志許乎命との間の国土争奪の物語はその神話的形象であろう。葦原志許乎命とは 天日槍命来朝 際 宍禾郡において樽俎折衝にあたった大友主という大和 出雲神族を神格化したものとされている。また、宍禾郡を本拠とする在地神であるはずの が、讃容郡におい 「出雲」から来たであるという所伝を有しており、しかも後世 おいては、出雲の大汝命と同一神と見なされる すなわち、 『播磨國風土記』の神話世界にお て、渡来人たちの精神的支柱ともいうべき天日槍命 対立者は、常に出雲の神として意識され語ら て るのである。ここに渡来人たちの出雲系 族 対する根深い対抗
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意識に思いが及ぶのである。　　
『播磨國風土記』揖保郡伊勢野伊勢野と名づくる所以は、此の野に人の家ある毎に、静安きことを得ず。ここに、衣縫の猪手・漢 刀良等が祖此處に居らむ して、社を山本に立てて敬い祭りき。山の岑に在す神は、伊和の大神のみ子、伊勢都比古命・伊勢都比賣命なり。此より以後、家々靜安くして、遂 里を成すことを得たり。卽ち伊勢と號く。
　
かつて定住が困難であった地が、 渡来人である「衣縫の猪手 ・
漢人の刀良等が祖」によって里を成すに至ることを説く伝承である。伊和大神の子神の鎮座はそれを祀る人々の所在を示すものであり、人々が定着し得なか たというのは、渡来人の祭祀の成功を効果的に語るための説話上の創作であろう。それはまさしく、出雲人の祭祀の失敗と渡来人の祭祀の 功を同時に語る佐比岡伝承と構造を同じにする。そして、鎮めた対象も佐比岡では出雲大神、伊勢野では後世出雲神と同一視される伊和大神の子神である。渡来人が播磨の地で定住を確保するま の苦難を思えば、自己の正当性や精神的支柱、信仰を語ろう す意欲は並々ではなかったで ろう。　
しかし、それだけで風土記伝承としての生を得られるわけで


























地名説明の機能から逸脱してまで、渡来人の土地占拠の正当性を語る伝承を、飾磨郡から見出すことは困難と言わざるを得ない。従って、渡来人伝承としてそのすべてを等しく論じ、渡来関係の伝承の多さ 播 國の大目の任にあった百済の僧の子である楽浪河内の存在にのみ帰結 ようと ることには躊躇を覚える。しかも、風土記は基本的に郡単位 編述が命ぜられているの 。　
佐比岡・伊勢野ともに揖保郡に属し、伊和大神の壮大な国造





















と思われ 人物が、郡司の下部 行政組織の長に任ぜられていたことが語られて る。実は、正倉院文書・東大寺文書他古代文献資料から、赤穂郡から揖保郡 かけ 西播磨一帯が、この秦氏の有力な居住区であったことが明らかにされている。郡司任命について実力主義の時代へと移行し 彼ら 中からその地位を獲得する者が輩出さ る可能性を認め 風土記が編述者の掌中にあったことにも鑑みれば一つの仮説が浮上す 。秦氏を出自とする郡司、あるいは秦氏の影響力下にあった郡司がおり、Ｃ諸郡での編述を主導し、その結果渡来人に荷担する作為が生まれたのではなかろうか。むすび　
本来は仇敵出雲系神族の祭祀に由来する名を持つ土地、それ
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